
川崎温暖化対策推進会議（CC川崎エコ会議）推進体制の見直しについて（案）
令和４年5月16日

環境局脱炭素戦略推進室

１見直しの背景

２基本的な考え方
○ 市の脱炭素宣言に基づく「かわさきカーボンゼロチャレンジ２０５０」の推進プラットフォームを整え、市民・企業とともに

数値目標の進捗管理を行い、取組を着実に進める。

○ 「CC川崎エコ会議 」は、多様な主体の連携、温暖化防止に向けた取組の情報発信を目的に平成20年7月に設立。
〇 当時は低炭素社会を目指していたが、現在は、世界全体でCO2排出量を2050年には実質ゼロに抑えることを目指している。
〇 そのため、情報発信だけではなく、より強力で具体的な行動が社会全体に求められている。
○ 基本計画においても、「CC川崎エコ会議」を中心に推進体制の強化・拡充を進めることとしている。

より実践的な組織へ
ＳＨＩＦＴＵＰ

CC川崎エコ会議
CC川崎エコ会議メンバー
企業73 市民団体14
業界団体11 学校5 行政等9
合計１１２者からなる推進体制

川崎市環境行政・
温暖化対策推進総合調整会議

・川崎市地球温暖化防止活動推進センター
・川崎市地球温暖化 防止活動推進員

４推進プラットフォーム

【新たな取組】（行動実践）
ア「脱炭素行動宣言」の募集
イ 数値目標の進捗管理・発信
ウ地球温暖化防止活動推進
センターとの連携
（中小企業者の脱炭素化促進）

エ新たな理事会メンバーを追加し、
NEXT STEPへ

【現状の主な取組】（普及啓発）
ア スマートライフスタイル大賞
イ ＣＣ川崎エコ会議シンポジウム
ウ ＣＣ等々力 SDGsランド
エ 情報発信（ＨＰ、メルマガ）
オ 各会員の取組計画・実績報告など

３推進体制の見直し ５行動宣言の進め方

かわさき
SDGｓパートナー
第4回 １４３４団体
（主体：SDGｓプラットフォーム）

「賛同書」
５７６団体
（主体：市）

「脱炭素行動宣言」
（主体：エコ会議）

CC川崎エコ会議

〇かわさきカーボンゼロチャレンジ２０５０「賛
同書」提出事業者などを中心に、「ＳＤＧｓ
ゴールドパートナー」とも連携し、会員以外
へも広く「脱炭素行動宣言」を募集すること
で、事業者等の具体的な行動変容を促進

〇 宣言企業等の取組状況について、３年に１回
程度、報告をまとめ進捗状況を見える化

○現行の多様な主体の連携、情報発信だけで
なく、「脱炭素行動宣言」により、脱炭素
社会の実現に向けた自主的な具体的行動を
促進する体制を構築

〇会員発による脱炭素に関する連携した取組
の活性化

○「ＣＣ川崎エコ会議」を中心とした推進
体制のもとさらなるチャレンジへ繋げる。

連携



脱炭素社会の実現に向けた

脱炭素行動宣言

１ 宣言者名称
（社名等）

２ 所在地
３ 代表者様
４ ご担当者様
５ TEL

６ Mail

情報入力欄 ※ 下記情報は公開致しません

事務局 ︓川崎市環境局脱炭素戦略推進室・CC川崎エコ会議（共同事務局）
住所 ︓〒210-8577 川崎市川崎区宮本町１番地
TEL ︓044-200-0369 FAX︓044-200-3921 Mail︓30dtanso@city.kawasaki.jp

（募集期限）無期限

宣言書

気候変動が一因と考えられる異常気象の増加等、私たちは気候変動による脅威にさらされています。
川崎でも、令和元年東日本台風では浸水等による多大な被害が発生するなど、差し迫った課題です。
将来世代にわたって安心に暮らせるまちを作っていくため、2050年の脱炭素社会に挑戦しましょう。

※ 裏面の記入例を参考に、具体的に記入してください（企業グループ全体や市域外も含めた事業所全体での目標設定も可能です）

（対象者） 川崎市内で活動している企業、法人、NPO団体、市民団体、教育・研究機関等であれば申請できます（個人は対象外）

（新規・変更）

宣言者名称
（社名等）

備考
（自由記載） ああああ

※ 提出は、メール、ファックス、郵送のほか、市ホームページ上からの直接提出も可能です

上記の「かわさきSDGsゴールドパートナー」に
関する欄にチェックされた方は省略可能

宣言文（取組期間、取組内容、目標など）

期間(○○年までに) 取組内容・目標など（○○に取り組みます）

（例）２●●●年までに ●●●●を●●●●していきます。

（案）

・宣言者名称及び宣言文については、市HP等の広報媒体で公開させていただきます
・宣言者の皆様にアンケート調査等させていただき、皆様の頑張りを公表させていただく場合があります

【オンラインでの手続きはこちら】
「LoGoフォーム」 URL：aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa

２次元
コード

・LoGoフォームでの申請を予定
・SDGｓパートナーとも連携

mailto:30dtanso@city.kawasaki.jp


  

 

 「脱 炭 素 行 動 宣 言」 

２０５０年の脱炭素社会の実現に向けて、 

「２０●●年」までに 

「    （取組内容）   」していきます。 

 

川崎市長 福田 紀彦 

認 証 日       年 月 日 

事業者名称 〇〇〇〇 

 
２０５０年の脱炭素社会に向けて、一丸となって取組ましょう 

川崎温暖化対策推進会議会長 足立 芳寛  

（案）



脱炭素行動宣言スケジュール（案）

6月 7月 8月

４月以降の各月のスケジュール

4週目～翌月1日まで

認証書発行
HP更新

1週目

前月分の宣言書の
とりまとめ（月末〆）

2週目

運営委員会に
確認依頼・意見照会

3週目

照会とりまとめ

令和5年

スマートライフスタイル大賞発表

1月 2月

令和4年

5月 9月 10月 11月 12月

理事会提案 運営委員会決定 運営委員会承認 理事会報告・公表

3月

募集 随時募集


